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◎本紙面は2024年10月23日（水）から29日（火）に配信された、
　オンラインセミナーの講演から抜粋・再構成しています。

福井県環境・エネルギー懇話会では、エネルギーや環境問題をめぐる現状と課題を整理し、体系的に学ぶ３回シリーズのセミナーを実施しています。
第2回は、メイン講師の竹内純子氏に加えゲスト講師を招き、エネルギーの「分散型システム」の期待や課題について学びました。

　

今
回
は
、小
規
模
な
発
電
設
備
で
あ
る

「
分
散
型
シ
ス
テ
ム
」が
テ
ー
マ
で
す
。そ
の
前

提
と
し
て
私
か
ら
は
、各
国
で
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
る「
グ
リ
ー
ン
貿
易
戦
争
」と
、議
論

が
進
め
ら
れ
て
い
る「
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
」に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
イ
ン
フ
レ
抑
制
法
の
も
と
、

総
額
3
6
9
0
億
ド
ル
と
い
う
極
め
て
大

き
な
予
算
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
や
気

候
変
動
分
野
に
投
資
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
素
な
ど

に
対
し
、税
額
控
除
で
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
提

供
し
て
い
ま
す
。欧
州
は
排
出
量
取
引
制
度

に
よ
る
規
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、あ
わ

せ
て
、10
年
で
官
民
合
わ
せ
て
１
兆
ユ
ー
ロ

の
投
資
を
見
込
む「
欧
州
グ
リ
ー
ン・
デ
ィ
ー

ル
投
資
計
画
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

日
本
も
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン（
Ｇ
Ｘ
）政
策
を
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
め

て
き
ま
し
た
。環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
へ
の

　

第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
明
記

す
べ
き
こ
と
は
、次
の
３
点
に
集
約
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

投
資
促
進
と
将
来
の
カ
ー
ボ
ン

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
導
入
を
定
め

た
Ｇ
Ｘ
推
進
法
、原
子
力
や

再
エ
ネ
な
ど
の
活
用
を
進
め

る
Ｇ
Ｘ
脱
炭
素
電
源
法
を
成

立
さ
せ
ま
し
た
。各
国
が
こ
の

よ
う
に
グ
リ
ー
ン
分
野
で
競

争
力
を
磨
き
経
済
成
長
を
図

ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
国
や
地
域
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）が
世
界
の
9
割
を
超

え
て
お
り
、世
界
で
の
競
争
を
見
込
ん
で
い

る
か
ら
で
す
。

日
本
の
Ｇ
Ｘ
戦
略

ー
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
議
論
を
占
う
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
散
化
が

創
出
す
る
地
域
の
産
業
革
命

NPO法人
国際環境経済研究所 

理事・主席研究員

竹内 純子氏

たけうち   　すみこ

世
界
で
激
化
す
る

「
グ
リ
ー
ン
貿
易
戦
争
」

第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
を
ど
う
描
く
か

講演

 1メイン講師
　

将
来
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
以
下
、

再
エ
ネ
）の
主
力
電
源
化
に
伴
い「
送
配
電

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
直
面
す
る
課
題
と
し
て
、

日
々
の
全
体
需
給
調
整
の
困
難
化
、地
域
へ

の
電
力
供
給
を
行
う
ロ
ー
カ
ル
系
統
混
雑

の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

太
陽
光
な
ど
の
再
エ
ネ
が
増
え
る
と
、

需
給
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
非
常
に
難

し
く
な
り
ま
す
。2
0
5
0
年
に
な
る
と

太
陽
光
の
発
電
量
が
現
在
の
約
3
倍
に
増

え
る
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、晴
天
と
曇
天

の
場
合
の
発
電
量
の
差
が
非
常
に
大
き
く

な
る
た
め
、そ
れ
を
補
う
た
め
の
火
力
発

電
の
備
え
が
必
要
で
す
。火
力
発
電
を
待

機
さ
せ
て
お
く
た
め
に
は
30
％
程
度
の
出

力
で
ア
イ
ド
リ
ン
グ
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、

再
エ
ネ
を
停
止
し
て
燃
料
を
た
か
な
く
て

は
い
け
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

火
力
に
依
存
し
な
い
調
整
力
を
手
に
入
れ
る

　

私
た
ち
は
、再
エ
ネ
と
需
要
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
解
消
す
る
た
め
、再
エ
ネ
地
産
地
消
を
提

供
す
る
市
場
を
構
築
し
、活
性
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。現
在
、各
地
域
で
、

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
を
目
指
し
、再
エ

こ
と
が
重
要
で
す
。具
体
的

に
は
、ス
マ
ー
ト
家
電
・
蓄
電

池
・
電
気
自
動
車（
E
V
）、

さ
ら
に
導
入
が
進
ん
で
い

る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

「
分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
ソ
ー

ス（
D
E
R
）」を
束
ね
、市

場
で
活
用
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

ネ
導
入
・
電
化
補
助
、情
報
公
開
、非
常
災
害

拠
点
へ
の
蓄
電
池
設
置
な
ど
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。市
場
で
は
再
エ
ネ
の
変
動
に
伴
い

電
力
取
引
価
格
が
変
化
し
ま
す
が
、こ
れ
に

D
E
R
が
追
従
す
る
こ
と
で
、こ
れ
ら
を
保

有
す
る
地
域
の
企
業
や
住
民
が
経
済
的
、環

境
的
メ
リ
ッ
ト
を
得
る
と
同
時
に
、系
統
課

題
の
解
消
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
が
り
、ひ
い
て
は
地

域
創
生
の
好
循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、電
力
系
統
と
通
信
基
盤
を
一

体
的
に
整
備
す
る「
ワ
ッ
ト
・
ビ
ッ
ト
連
携
」

も
提
唱
し
て
い
ま
す
。特
に
最
近
、デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
導
入
の
希
望
が
非
常
に
増
え
て
い
ま

す
。そ
こ
で
、▽
再
エ
ネ
が
多
い
地
域
に
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
▽
再
エ
ネ
が
稼
働

し
て
い
る
時
間
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
フ
ル

稼
働
さ
せ
る
|
こ
と
に
よ
り
、社
会
の
効
率

化
が
進
み
経
済
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
。こ
う
し
た
構
想
を
、ぜ
ひ
事
業

者
の
皆
さ
ま
と
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

東京電力パワーグリッド株式会社
 事業開発室 部長

（DSO/DMO開発担当）

小林　直樹  氏
こばやし　　　なおき

分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
ソ
ー
ス

の
活
用
を
目
指
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
化

に
よ
る
好
循
環
を
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 2ゲスト講師

第３回エネルギーセミナー 予告

お申し込みはコチラ

福井県経済団体連合会
福井商工会議所

※今回ならびに過去のセミナー内容は、当会ホームページの「わかりやすく学ぶエネルギースクール」でご覧いただけます。https://fukui-kan-ene.net

エネルギーの分散化が創出する地域の産業革命について学ぶわかりやすく学ぶエネルギースクール
第2回エネルギーセミナー

　

▽
化
石
燃
料
は
戦
略
物
資
で
あ
り
、確

保
に
万
全
を
期
す
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
政

府
が
出
す
と
と
も
に
、電
力
・
ガ
ス
会
社
が

長
期
契
約
を
で
き
る
よ
う
な
支
援
策
が
必

要
▽「
原
発
依
存
度
の
低
減
」と
い
う
言
葉

を
削
除
し
、国
が
原
発
を
活
用
し
て
い
く
の

は
責
務
で
あ
る
と
定
め
た
原
子
力
基
本
法

の
精
神
を
基
本
計
画
に
も
盛
り
込
む
。さ
ら

に
、原
子
力
の
稼
働
に
よ
っ
て
立
地
地
域
が

メ
リ
ッ
ト
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
改
正

も
必
要
▽
気
候
変
動
対
策
は
コ
ス
ト
負
担

や
規
制
的
な
手
法
を
伴
う
と
い
う
こ
と
を

正
直
に
言
及
す
る
。

　
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
日
本
は
今
後
、大

規
模
な
基
幹
電
源
と
し
て
の
シ
ス
テ
ム
を
継

続
す
る
一
方
で
、分
散
型
の
シ
ス
テ
ム
が
適

材
適
所
で
入
っ
て
く
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、両
方
を
見
据
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

難
し
い
時
期
に
あ
り
ま
す
。

２０２５年２月頃を予定しています。詳細はホームページでご案内いたします。
ホームページよりお申し込みください。

各国が環境・エネルギー分野への
投資で成長戦略を描く

総額3690億ドルを主としてエネ
ルギー安全保障・気候変動分野に
投資。

欧州グリーン・ディール投資計画
は10年で官民合わせて1兆ユーロ
の投資を見込む。

ＧＸ基本方針策定。成長志向型のカー
ボンプライシングを導入し、官民合わ
せて150兆円の投資を期待。

アメリカ

欧州

日本

第７次エネルギー基本計画の３つのポイント

化石燃料は戦略物資であり、確保に万全を
期すというメッセージが必要1

原子力活用に向けた事業環境整備の論点や
プロセスを明確化2

気候変動対策はコスト負担や強制的手法を
伴うことの明示3

エネルギー分散化を起点とする
価値創出の好循環

分散市場

電化、
DER普及
の促進

企業・住民の誘致

地域経済発展

行政サービスの向上

自治体

地域

・地域活性化
・企業のCSR向上
・住民のQOL向上

将来における需給運用の変化の必要性

データセンター・EV・蓄電池・ヒートポンプ・スマート家電など

太陽光・風力などの変動電源が主力。
原子力・水力・地熱・その他はベース

将来の電源
（変動）
将来の需要
（調整）

〈これまで（As Is）〉 〈将来（To Be）〉
一般送配電事業者

調整

電源 需要

市場 市場

変動
市場参加 市場参加 市場参加

火力 水力

原子力

電源

風力

水力

太陽光

原子力

需要

家庭

業務・産業

一般送配電事業者

データセンター EV

蓄電池スマート家電

小売・アグリ事業者
社
会
実
現

CN
変動 変動

調整調整
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